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 「非認知能力」の向上を目指して 

～大成功の「わかスポ」から～ 
 

校長 小野 誠 

 

１０月１８日（土）、本校の一大イベントのひとつである「わかたけスポーツフェスティバ

ル」が大成功のうちに終了しました。実施の２日前まで不安定な天気が続き、当日もどう

なることかと心配しましたが、すがすがしい秋晴れの下で実施できました。当日は、ご多

用の中、たくさんの保護者・地域の皆さまが来校くださり、わかたけっ子に熱い声援を

送ってくださいました。心より感謝申し上げます。おかげさまで、こどもたちはスローガン

の言葉にあるように、「全力で、笑顔で、最後まで」頑張ることができました。 

本校の「わかスポ」は、多くの学校で採用している「紅白対抗」では行っていません。

体育授業で取り組んでいる「走の運動」「表現運動」等の「発表の場」として捉え、それ

に合わせて「フェスティバル」という要素を加味して、「一人一人が体力向上に取り組

み、それを発表し合ってお互いに応援し、みんなで盛り上げる」行事として行っていま

す。その趣旨をまさに「体現」してくれて、素晴らしい「わかスポ」を創り上げたわかたけ

っ子一人一人は、教室内での学習だけでは十分に高められない「非認知能力」を大い

に向上させたことでしょう。 

皆さんは、この「非認知能力」という言葉をご存じでしょうか。これは「学力テスト等で

は数値化されない、こどもの将来や人生を豊かにする能力、内面的なスキル」のこと

で、具体的には「目標を決めて取り組む」「意欲的に活動する」「新しい発想をする」「周

りの人と円滑なコミュニケーションを図る」「最後まで粘り強く取り組む」・・などの力のこと

です。わかスポ当日の、「わかたけサンバ」「倍倍 Fight！」などに合わせた「全校応

援」、開会式での堂々とした「児童代表の言葉」、金管・バトンクラブの演奏・演技、高学

年児童の各係での活躍、放送係児童のアナウンサー顔負けの実況、そして、各学年の

競技・演技後に一人一人が見せた「満足感あふれる表情・態度」などなど、非認知能力

の高まりを感じられた場面は枚挙にいとまがありません。 

今後も、修学旅行、校外学習など、非認知能力をさらに高められる行事が続きます。

「わかたけっ子ファースト」での実践で効果的にそれを高めていけるよう、教職員一丸と

なって取り組みます。今月も皆さまのご理解・ご協力をお願いいたします。 

わかたけスポーツフェスティバルを行いました 


